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［特集］

大規模災害時のヘリコプタ運航管理
システムの研究

ヘリコプタによる災害救援
活動を迅速に行うために
［研究現場から］
その1
低コストでも高品質
複合材製造技術を磨け！
その2
未来のエンジン制御技術／
モデルベース制御の研究



ヘリコプタによる災害救援
活動を迅速に行うために

岩手宮城内陸地震で花巻空港に集結したヘリコプタ（2008.6.14）

人間の判断を支援



図１　ヘリコプタ災害救援活動の様子

図 2　新潟県中越地震における運航管理の様子

JAXAがめざす運航管理システム

機関 機数

自衛隊  660

消防防災 72

警察 95

海上保安庁 46

ドクターヘリ 18

合計  879

2009 年 7月時点（民間機を除く）

表　災害時に活用可能なヘリコプタの機数



試作品のユーザー評価を開始 さらに効率よく運航管理するには

図 4　情報共有・運航管理システムの全体イメージ

防災・運航管理技術セクション
（左から）奥野善則、小林啓二、中地弘幸

図 3　運航管理システムの画面

① 全国の消防防災ヘリについて、各機
体の性能や装備品、整備が必要にな
るまでの飛行可能な時間などが表示
される。

④ 被災地内での各機体の運航状況（飛行
経路、任務実施状況など）。消防庁では、
被災地内で活動する機体数が適切であ
ることを確認し、必要に応じて派遣す
る機体数を増減するために使用する。

⑤ 全国での消防防災ヘリの運航状況。消
防庁から各自治体の航空隊へ応援を依
頼する際に、各機体の運航状況を把握
するために使用する。

② 被災地に設置された運用拠点（ヘリベー
ス）に配置された機体の情報。ここで
はヘリベースは６つ。ヘリの配置バラ
ンスを確認するのに使用する。ヘリベー
スで機体の過不足が生じると警告が表
示される。

③ 都道府県ごとの消防防災ヘリの配備状況。
緑色は１機。赤色は２機。青色は３機以
上が配備されていることを示す。災害対
応中に別の地域で新たな災害が発生した
場合などに備えて、全国での配置バラン
スを確認するために使用する。全国が７
ブロックに分けられており、首都直下地
震などの大規模災害時には、各ブロック
に１機を残すことになっている。

現地用運航管理システム

広域用運航管理システム



さらに効率よく運航管理するには

図 4　情報共有・運航管理システムの全体イメージ

防災・運航管理技術セクション
（左から）奥野善則、小林啓二、中地弘幸



低コストでも高品質
複合材製造技術を磨け！
―エアバス・JAXA共同研究がスタート

Q　複合材とは？

Q　共同研究の内容は？

Q　共同研究に対するメリットは？

図 1　複合材の構造

構造材料技術セクション
岩堀　豊



Ｑ　共同研究は従来の製造法ではなく低コスト製
造法による複合材についてですね。

Ｑ　低コスト製造法で作られた複合材はまだ航空
機には実用化されていないのですか？

Q　主翼は作れないのですか？

Q　今後の抱負を。

図 3　VaRTM強度試験の様子
図2　CFRP板の表面に衝撃を加えた場合に発生する
　　　内部損傷の様子



未来のエンジン制御技術／
モデルベース制御の研究

将来のエンジン制御の本命・モデルベース制御

図１　モデルベース御概念図　
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図 2　高空性能試験設備（ATF）　

モデルベース制御の研究は、実機エンジンを
使って行わなければならない

（左から）
田頭　剛、財間辰夫、二村尚夫、仲田　靖、山崎佑輔、
岡井敬一、杉山七契、関根静雄、水野拓哉

後ろは新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）が
開発した ESPR ターボファンエンジンで、現在は JAXA
の制御試験で活躍中



Interview「夢を飛ばす人々」Vol.14
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CFDにより着陸脚周りの空気の流れを解析した結果の一例

風



Interview
夢を飛ばす人々

Vol.14

空を飛ぶ夢は
まだまだ色褪せない
　
　

国産旅客機チーム
今村太郎

今村太郎
空力・騒音技術セクション
大学院では航空宇宙工学を専攻
2009年 7月より東京大学准教授・JAXA招聘研究員
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学会出席のため訪れたフランス、ポワティエで



『航 空 プ ロ グ ラ ム ニ ュ ー ス』

  東大－JAXA航空宇宙工学ワークショップ 開催のお知らせ

　JAXAと東京大学は、両者間で締結している「連携協力の推進に係る協定」の
下、航空宇宙工学分野における連携協力の一層の深化と拡大を推進しています。
その成果を発表することを目的として第2回ワークショップを開催しますのでぜ
ひご来場ください。聴講申し込み・料金は不要です。

〔日時〕2009年12月14日（月）13：00～ 18：00
〔場所〕東京大学本郷キャンパス工学部２号館213号講義室
〔お問い合わせ〕JAXA航空プログラムグループ広報
　　Tel.0422-40-3000　E-mail：ko-ho@chofu.jaxa.jp

  災害監視無人飛行船が山古志地区での防災訓練に参加

　無人機・未来型航空機チームでは、地震などの災害現場の上空からの監視を目
的とした、災害監視無人機システムの研究を進めています（航空プログラムニュー
スNo.4、No.9）。
　その一環として、2004年の新潟県中越地震から5年ということで旧山古志村
（現長岡市）で行われた防災訓練（10月18日）に参加しました。
　防災訓練は周辺住民など1700人余りが参加し、全部で21種類の訓練からなる
大規模なものとなりました。
　当チームは、周辺の谷あいの被災状況を、高度50m程度の低空から遠隔操縦の
小型電動飛行船（長さ9m）を用いて監視する訓練を担当し、飛行船からの監視画
像を訓練会場のJAXAブースのスクリーンに映し出しました。
　今回は当チームとして初めての、実験場外での実際の災害現場に近い状況での
運用訓練であり、ここでの経験を今後のシステム開発に有効に反映したいと考え
ています。 （無人機・未来型航空機チーム）

飛行中の小型電動飛行船 展示ブースで伝送監視画像の実時間
表示




